
私
の
半
生

出
生
―
軍
隊
入
隊
―
抑
留

三
重
県

服

部

利

男

一

出

生

私
の
生
ま
れ
た
日
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
三
月
三

十
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
母
の
言
葉
に
よ
る
と
三
月
二
十

八
日
午
前
八
時
過
ぎ
が
本
当
で
届
け
出
た
日
が
二
日
遅
れ

の
三
月
三
十
日
と
な
っ
た
た
め
、
生
涯
三
月
三
十
日
が
私

の
誕
生
日
と
し
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

私
の
家
に
は
家
系
図
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
先

祖
代
々
言
い
伝
え
て
き
た
口
碑
的
な
も
の
が
家
系
図
の
代

わ
り
を
し
て
い
る
。

私
の
家
の
こ
と
を
町
の
皆
さ
ん
は
鳥
池
（
と
り
け
）
と

言
う
。
昔
か
ら
の
屋
号
だ
と
思
う
が
語
源
が
は
っ
き
り
し

な
い
。
祖
父
か
ら
聞
い
た
話
だ
と
そ
の
昔
、
家
の
前
は
鳥

池
谷
と
い
う
深
い
谷
で
、
其
の
谷
の
際
に
出
来
た
新
家
だ

か
ら
、
鳥
池
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ

が
。

私
の
家
の
墓
石
に
は
元
禄
年
間
没
と
の
記
載
が
あ
る
の

で
。
新
家
と
い
っ
て
も
三
百
余
年
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、

現
在
は
埋
立
て
ら
れ
て
、
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
、
祖
父
の
言
葉
も
口
碑
的
な
も

の
で
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
。
私
の
名
前
も
利
男
と
書
い

て
「
と
し
お
」
と
つ
け
て
も
ら
っ
た
が
、
父
利
郎
「
と
し

お
」
と
同
じ
発
音
に
な
る
の
で
、
家
で
は
「
よ
し
お
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
町
の
人
た
ち
か
ら
も
み
ん
な
「
よ

し
お
さ
ん
」
と
呼
ん
で
も
ら
っ
て
、
九
十
年
た
っ
た
今
で

も
町
内
で
は
「
よ
し
お
」
さ
ん
で
通
用
し
て
い
る
。
私
は

父
「
利
郎
」、
母
「
は
し
の
」
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、

姉
一
人
、
弟
一
人
、
妹
四
人
の
七
人
兄
弟
姉
妹
が
い
た
。

家
は
田
畑
合
わ
せ
て
一
町
五
反
歩
ほ
ど
の
自
作
農
家
で
は

あ
っ
た
が
、
祖
父
母
も
い
る
大
家
族
で
食
う
の
が
や
っ
と

の
生
活
だ
っ
た
。
小
学
校
卒
業
後
私
は
上
の
学
校
へ
行
き

た
く
て
い
つ
も
う
ず
う
ず
し
て
い
た
。

二

志
願
し
て
の
軍
隊
生
活

高
等
小
学
校
卒
業
後
、
二
年
ほ
ど
農
作
業
を
手
伝
っ
て

い
た
が
ど
う
し
て
も
上
の
学
校
へ
進
学
し
た
く
、
ま
た
軍
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国
主
義
の
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
、
十
七
歳
か
ら
入
学
出

来
る
、
陸
軍
工
科
学
校
を
受
験
す
る
こ
と
に
し
た
。（
東

京
の
小
石
川
に
あ
っ
た
）

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
六
月
、
津
の
連
隊
区
司
令

部
で
、
試
験
（
身
体
検
査
と
学
科
試
験
）
が
あ
り
、
三
重

県
で
八
十
人
ほ
ど
受
験
し
た
が
合
格
者
は
私
と
鈴
鹿
市
の

山
際
辰
見
君
と
津
市
の
真
弓
進
君
の
三
人
だ
っ
た
。
結
果

が
す
ぐ
分
か
ら
ず
や
き
も
き
し
て
い
た
ら
、
十
一
月
下
旬

に
陸
軍
工
科
学
校
長
か
ら
次
の
よ
う
な
通
知
が
あ
っ
た
。

通
知
書

服
部
利
男

右
ノ
者
陸
軍
工
科
学
校
生
徒
採
用
予
定
者
ニ
決
定

ス
仍
テ
昭
和
十
一
年
十
二
月
七
日
午
前
八
時
着
校

ス
ベ
シ

昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日

陸
軍
工
科
学
校
�

私
は
叔
父
の
稔
に
付
き
添
わ
れ
、
十
二
月
六
日
学
校
前

の
下
宿
屋
の
よ
う
な
宿
に
一
泊
し
、
翌
七
日
陸
軍
工
科
学

校
の
生
徒
と
な
っ
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
同
期
生
は
二

百
五
十
人
、
入
校
と
同
時
に
七
つ
の
工
科
に
分
け
ら
れ
た
。

私
は
入
試
時
の
願
書
に
、
第
一
希
望
と
し
て
火
工
科
と
書

い
て
お
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
当
時
火
薬
学
を
教
え
て
い

た
の
は
東
大
の
火
薬
科
と
工
科
学
校
の
火
工
科
だ
け
で
、

工
科
学
校
の
火
工
科
を
卒
業
す
る
と
、
甲
種
火
薬
類
取
扱

の
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
先
輩

か
ら
耳
に
し
て
い
た
。

二
百
五
十
人
は
七
つ
の
工
科
（
火
工
・
鞍
工
・
銃
工
・

鍛
工
・
木
工
・
機
工
・
電
工
）
に
分
け
ら
れ
た
。
教
育
の

内
容
は
、
陸
軍
が
戦
闘
の
た
め
、
必
要
な
兵
器
弾
薬
の
整

備
補
給
に
関
す
る
こ
と
と
、
旧
制
中
学
校
の
卒
業
程
度
の

普
通
学
を
教
え
ら
れ
た
。
私
は
希
望
し
た
火
工
科
で
勉
強

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
期
生
の
内
に
は
旧
制
中
学
校

卒
業
生
が
大
勢
お
り
、
英
語
の
成
績
が
上
が
ら
ず
苦
労
し

た
。
在
校
中
印
象
に
残
る
よ
う
な
記
憶
は
あ
ま
り
な
い
が
、

樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
出
身
の
秋
葉
と
い
う
同
期
生
が
就
寝

前
、
何
か
の
理
由
で
、
手
塚
指
導
生
徒
（
四
十
五
人
の
火

工
科
一
年
生
に
、
二
年
生
の
三
人
が
指
導
生
徒
と
し
て
、

起
居
を
共
に
し
て
い
た
）
に
ビ
ン
タ
を
と
ら
れ
失
神
し
て

倒
れ
た
。
こ
れ
に
あ
わ
て
た
手
塚
指
導
生
徒
は
廊
下
に
あ

っ
た
痰
壷
（
痰
や
唾
を
は
く
た
め
水
を
入
れ
た
容
器
が
廊
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下
に
一
個
ず
つ
置
い
て
あ
っ
た
）
の
水
を
頭
か
ら
ぶ
っ
か

け
て
蘇
生
さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
在
校
中
二
年
生
と
顔

を
あ
わ
せ
る
こ
と
は
朝
昼
夕
の
食
事
時
間
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
二
年
生
に
油
を
搾
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
な

く
、
す
べ
て
官
給
で
月
四
円
の
手
当
を
も
ら
い
、
日
曜
日

ご
と
に
外
出
し
て
神
田
の
古
本
屋
を
の
ぞ
き
神
社
仏
閣
に

参
拝
し
、
丼
飯
を
食
べ
て
学
校
に
帰
る
と
い
う
の
が
私
た

ち
外
出
時
の
コ
ー
ス
で
も
あ
っ
た
（
ち
な
み
に
電
車
賃
は

東
京
中
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
往
復
七
銭
、
丼
飯
一
杯
が
十

銭
で
あ
っ
た
）。

各
工
科
の
専
門
教
育
の
内
容

火
工
・
応
用
化
学
を
学
び
火
薬
爆
薬
の
取
扱

鞍
工
・
皮
革
及
び
麻
製
兵
器
の
研
究
と
眼
鏡
修
理

銃
工
・
機
関
銃
小
銃
拳
銃
の
取
扱
と
修
理

鍛
工
・
火
砲
の
取
扱
と
修
理

木
工
・
道
路
鉄
道
橋
梁
の
修
理
と
地
形
測
量

機
工
・
戦
車
自
動
車
飛
行
機
の
発
動
機
の
取
扱

電
工
・
有
線
無
線
の
取
扱
と
電
気
工
学
の
研
究

日
中
戦
争
（
支
那
事
変
）
拡
大
の
た
め
学
業
が
六
カ
月

短
縮
さ
れ
、
在
校
一
年
六
カ
月
で
卒
業
し
伍
長
に
任
官
し

た
。
私
の
赴
任
先
は
、
朝
鮮
軍
琿
春
駐
屯
地
歩
兵
八
十
七

連
隊
（
安
部
部
隊
）
だ
っ
た
。
歩
兵
連
隊
に
二
カ
月
、
隣

の
山
砲
隊
（
九
四
式
山
砲
）
に
四
カ
月
勤
務
、
兵
器
業
務

の
ま
だ
は
っ
き
り
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
琿
春
駐
屯
隊
司
令
部

付
と
な
り
営
外
居
住
と
な
る
。
伍
長
で
営
内
居
住
の
と
き

の
俸
給
が
十
三
円
五
十
銭
だ
っ
た
の
に
比
べ
軍
曹
に
進
級

し
官
舎
を
与
え
ら
れ
、
九
十
五
円
を
支
給
さ
れ
る
。
金
の

使
い
道
も
知
ら
な
い
二
十
歳
の
私
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う

な
金
額
で
あ
っ
た
。

着
任
早
々
の
初
仕
事
は
張
鼓
峰
事
件
後
元
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
不
発
弾
の
処
理
で
あ
っ
た
（
註
・
張
鼓
峰
事
件

と
は
ソ
連
満
州
朝
鮮
の
国
境
に
あ
る
小
さ
な
山
を
ソ
連
軍

と
日
本
軍
が
取
り
合
っ
た
昭
和
十
三
年
夏
の
国
境
紛
争
で

あ
る
）。
短
い
学
校
生
活
で
不
発
弾
の
処
理
に
つ
い
て
は

机
上
の
教
育
と
、
一
度
模
擬
弾
に
よ
る
爆
破
教
育
を
受
け

た
だ
け
な
の
で
全
然
自
信
が
な
か
っ
た
。
兵
器
班
長
の
中

瀬
大
尉
は
、
私
が
学
校
出
身
で
専
門
教
育
を
う
け
て
い
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
の
で
、
今
更
で
き
な
い
と
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も
い
え
ず
、
学
校
時
代
の
教
科
書
を
調
べ
、
兵
隊
二
人
に

一
キ
ロ
爆
発
缶
を
数
個
（
黄
色
火
薬
充
填
）、
緩
熱
導
火

策
数
十
メ
ー
ト
ル
、
ス
コ
ッ
プ
、
雷
管
、
マ
ッ
チ
等
を
持

た
せ
て
爆
破
作
業
に
む
か
っ
た
。
国
境
守
備
隊
長
か
ら
あ

ら
か
じ
め
場
所
の
通
報
を
受
け
て
い
た
の
で
着
弾
地
を
確

認
（
数
カ
所
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
）
信
管
に
触
れ
な
い
よ

う
慎
重
に
付
近
の
土
を
の
け
て
、
爆
薬
缶
に
雷
管
と
導
火

策
を
装
着
さ
せ
退
避
壕
ま
で
の
距
離
に
よ
り
導
火
策
の
長

さ
を
加
減
（
緩
燃
導
火
策
の
燃
焼
速
度
は
一
秒
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
爆
破
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
心
配
し
た
よ
う
な

事
故
も
な
く
新
前
軍
曹
の
面
目
を
保
っ
た
。

琿
春
駐
屯
隊
司
令
部
勤
務
中
、
関
東
軍
司
令
部
の
命
令

に
よ
り
満
州
の
チ
チ
ハ
ル
で
行
わ
れ
た
九
八
式
臼
砲
（
口

径
二
十
二
セ
ン
チ
）
の
特
別
訓
練
に
参
加
し
た
。
こ
の
臼

砲
に
は
砲
身
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
な
く
弾
頭
、
弾
中
、

弾
尾
と
床
板
に
別
れ
て
お
り
弾
頭
に
は
信
管
と
爆
薬
、
弾

中
に
は
爆
薬
だ
け
で
、
弾
尾
は
弾
の
方
向
性
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
翼
の
形
を
し
て
お
り
、
中
に
は
弾
丸
を
飛
ば
す

装
薬
（
綿
火
薬
）
が
充
填
し
て
あ
っ
た
。
夜
間
、
人
力
で

隠
密
裏
に
そ
れ
ぞ
れ
分
解
し
た
弾
丸
床
板
類
を
敵
陣
地
の

至
近
距
離
（
六
百
〜
千
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
運
び
、
四
五
度

の
角
度
を
つ
け
た
壕
を
掘
り
、
枕
木
（
鉄
道
の
枕
木
の
よ

う
な
も
の
）
を
並
べ
床
板
を
固
定
し
、
前
述
の
弾
丸
を
装

着
発
射
演
習
を
繰
り
返
し
た
。
教
育
終
了
後
担
当
の
教
官

か
ら
、
訓
練
内
容
は
軍
事
機
密
に
属
す
る
か
ら
帰
隊
後
上

官
で
も
絶
対
に
口
外
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
厳
命
が
あ
っ

た
。原

隊
帰
隊
後
軍
参
謀
よ
り
、
教
育
を
受
け
た
内
容
説
明

を
求
め
ら
れ
て
困
惑
し
た
が
、
関
東
軍
司
令
部
よ
り
訓
練

内
容
を
尋
ね
な
い
よ
う
通
牒
が
来
て
い
た
様
子
で
、
結
局

詳
し
い
説
明
を
せ
ず
う
や
む
や
に
な
っ
た
。

こ
の
兵
器
の
実
用
部
隊
が
独
立
臼
砲
第
一
連
隊
と
し
て

満
州
の
公
主
嶺
に
で
き
た
。
私
は
新
設
部
隊
要
員
と
し
て

転
属
を
覚
悟
し
て
い
た
が
幸
か
不
幸
か
転
属
は
な
か
っ
た
。

戦
局
悪
化
に
伴
い
臼
砲
部
隊
は
ラ
バ
ウ
ル
へ
、
沖
縄
へ
、

済
州
島
へ
と
三
つ
に
分
か
れ
て
参
戦
し
た
と
聞
い
た
が
終

戦
時
は
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

昭
和
十
六
年
一
月
、
新
京
（
長
春
）
に
あ
る
関
東
軍
野
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戦
兵
器
廠
本
部
付
と
な
る
。
廠
長
は
中
村
少
将
で
兵
隊
は

お
ら
ず
将
校
、
下
士
官
、
判
任
官
待
遇
の
属
官
と
雇
員
の

み
で
構
成
し
た
部
隊
で
あ
っ
た
。
仕
事
は
在
満
部
隊
に
対

す
る
兵
器
弾
薬
の
整
備
補
給
と
技
術
指
導
を
主
な
任
務
と

し
て
い
た
。
隷
下
に
九
つ
の
支
廠
（
新
京
、
ハ
ル
ピ
ン
、

牡
丹
江
、
琿
春
、
東
寧
、
孫
呉
、
ジ
ャ
ム
ス
、
チ
チ
ハ
ル
、

ハ
イ
ラ
ル
）
が
あ
り
、
東
京
の
兵
器
行
政
本
部
か
ら
来
る

書
類
は
新
京
の
野
戦
兵
器
廠
本
部
へ
、
内
地
の
各
補
給
廠

か
ら
来
る
兵
器
弾
薬
の
現
物
は
そ
れ
ぞ
れ
各
地
の
支
廠
へ

送
ら
れ
て
き
た
の
で
、
私
の
勤
務
す
る
本
部
で
は
書
類
整

理
が
主
と
し
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
書
類
の
整
理
だ
け
と
い

っ
て
も
何
十
万
と
い
う
部
隊
が
相
手
だ
け
に
仕
事
量
も
膨

大
で
毎
日
が
と
て
も
忙
し
か
っ
た
。
毎
年
一
回
だ
け
隊
長

が
行
う
隷
下
支
廠
へ
の
随
時
検
閲
に
お
供
し
て
全
満
各
地

を
回
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
た
だ
検
閲
終
了

後
、
隊
長
の
行
う
講
評
の
原
稿
作
り
（
専
門
事
項
の
み
）

が
苦
労
の
種
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
十
月
、
廠
長
に
結
婚
す
る
よ
う
に
勧
め
ら

れ
、
一
カ
月
の
有
給
休
暇
を
も
ら
い
内
地
へ
帰
っ
た
。
久

し
ぶ
り
の
帰
国
で
、
友
人
の
家
や
親
戚
を
尋
ね
て
い
る
う

ち
に
い
つ
し
か
日
が
た
ち
帰
隊
ま
で
一
週
間
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
幸
い
近
所
の
人
の
世
話
で
小
学
校
時
代
の
同
級

生
で
あ
る
石
井
勉
君
の
妹
さ
ん
の
綾
子
を
紹
介
さ
れ
、
帰

隊
直
前
に
婚
約
し
廠
長
と
の
約
束
を
果
た
し
た
。
昭
和
十

八
年
二
月
十
一
日
亀
山
神
社
で
、
結
婚
式
を
あ
げ
た
。

私
は
帰
郷
で
き
ず
写
真
で
の
結
婚
式
で
あ
っ
た
が
綾
子

は
式
後
す
ぐ
渡
満
、
部
隊
前
の
陸
軍
官
舎
で
新
婚
生
活
が

始
ま
り
翌
年
長
女
洋
子
が
産
ま
れ
た
。

戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和
二
十
年
ハ
ル
ビ
ン
で
、
猛
毒
ガ

ス
「
イ
ペ
リ
ッ
ト
」
の
野
外
散
布
演
習
が
あ
っ
た
。
私
は

火
薬
毒
ガ
ス
等
の
教
育
を
受
け
て
い
た
の
で
廠
長
の
命
に

よ
り
こ
の
演
習
に
参
加
し
た
。

「
イ
ペ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
毒
ガ
ス
は
液
状
で
皮
膚
に
つ

い
て
も
そ
の
付
着
箇
所
が
た
だ
れ
て
、
気
化
し
た
も
の
を

肺
の
中
に
吸
い
込
ん
で
も
、
肺
に
浮
腫
を
起
す
と
い
う
厄

介
な
物
質
で
、
毒
ガ
ス
の
中
で
も
一
番
扱
い
に
く
か
っ
た
。

散
布
に
当
り
私
た
ち
は
全
身
防
護
の
ゴ
ム
の
衣
服
と
ガ

ス
マ
ス
ク
を
つ
け
、
ゴ
ム
長
靴
を
は
い
て
い
た
に
も
拘
わ
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ら
ず
演
習
が
終
わ
り
風
呂
に
入
る
と
左
足
の
ア
キ
レ
ス
ケ

ン
の
付
近
が
か
ゆ
か
っ
た
。
翌
日
に
な
る
と
、
左
足
の
甲

全
体
が
腫
れ
上
が
り
、
大
き
な
水
泡
が
出
来
、
膿
が
た
ま

っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
ゴ
ム
長
靴
の
裏
に
小
さ
な
穴
が
あ

り
、
毒
液
が
浸
透
し
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
早
速
入
院
、

軍
医
か
ら
治
療
法
研
究
の
た
め
、
一
カ
月
ほ
ど
入
院
す
る

よ
う
告
げ
ら
れ
た
が
、
注
射
器
で
膿
を
抜
く
、
う
ず
き
も

去
り
痛
み
も
和
ら
ぎ
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
、
仕
事

も
忙
し
か
っ
た
の
で
二
日
間
で
退
院
し
た
。

註

イ
ペ
リ
ッ
ト
と
い
う
毒
ガ
ス
は
第
一
次
世
界
大
戦

の
と
き
、
ド
イ
ツ
軍
が
仏
領
の
イ
ー
プ
ル
と
い
う
所
で
初

め
て
使
用
し
た
。
そ
の
地
名
か
ら
イ
ペ
リ
ッ
ト
と
名
付
け

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

三

終

戦

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
玉
音
放
送
は
、
原
隊
復
帰

の
た
め
移
動
中
で
全
然
知
ら
な
か
っ
た
。
朝
鮮
の
羅
津
要

塞
の
大
口
径
砲
を
内
地
の
海
岸
防
備
の
た
め
、
移
動
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
至
急
羅
津
へ
出
張
す
る
よ
う
に
廠

長
か
ら
命
令
を
う
け
、
八
月
八
日
早
朝
新
京
を
出
発
、
羅

津
へ
向
か
っ
た
。
九
日
早
朝
延
吉
で
ソ
連
軍
が
ソ
満
国
境

を
突
破
、
侵
攻
を
開
始
し
た
と
の
報
を
聞
き
、
直
ち
に
新

京
の
部
隊
へ
戻
る
こ
と
に
し
た
。
列
車
が
動
か
ず
新
京
に

着
く
の
に
二
、
三
日
か
か
っ
た
。
新
京
へ
着
く
と
、
私
の

所
属
部
隊
は
す
で
に
通
化
に
東
進
（
当
時
は
退
却
す
る
こ

と
を
東
進
と
言
っ
て
い
た
）。
通
化
へ
行
く
と
部
隊
の
大

部
分
は
北
朝
鮮
へ
転
進
し
、
残
っ
て
い
た
の
は
警
備
隊
三

百
人
と
、
新
京
支
廠
に
保
管
し
て
い
た
武
器
弾
薬
を
ソ
連

軍
に
引
き
渡
す
た
め
の
要
員
十
人
の
み
で
あ
っ
た
。
通
化

へ
到
着
し
て
初
め
て
終
戦
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
八
月
二

十
日
ご
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
北
原
中
佐
の
下
で
副
官
と

し
て
ソ
連
軍
へ
武
器
弾
薬
の
引
き
渡
し
を
完
了
、
吉
林
の

師
導
大
学
ソ
連
軍
に
よ
る
武
装
解
除
を
受
け
る
。

ソ
連
当
局
は
、
捕
虜
と
し
た
日
本
軍
隊
を
兵
、
下
士
官
、

将
校
と
別
々
に
収
容
し
、
縦
の
つ
な
が
り
を
な
く
し
た
上
、

一
千
人
単
位
の
大
隊
を
編
成
、
独
ソ
戦
で
消
耗
し
た
自
国

の
労
働
力
補
充
の
た
め
、
六
十
万
近
い
在
満
将
兵
（
一
部

民
間
人
を
含
む
）
を
極
寒
の
地
、
シ
ベ
リ
ア
へ
送
り
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
私
は
二
一
〇
作
業
大
隊
第
一
小
隊
長
と
し
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て
吉
林
を
九
月
八
日
に
出
発
し
、
一
カ
月
か
か
っ
て
十
月

八
日
、
中
央
シ
ベ
リ
ア
の
バ
ル
ナ
ウ
ル
に
到
着
し
た
。
吉

林
出
発
時
、
通
訳
を
通
じ
「
ど
こ
へ
連
れ
て
行
く
の
か
」

と
た
ず
ね
る
と
「
ミ
カ
ド
（
帝
）
ブ
リ
カ
ー
ズ
（
命
令
）

ト
ウ
キ
ョ
ウ

ダ
モ
イ
（
帰
る
）」
と
言
う
。
要
す
る
に

日
本
人
捕
虜
は
天
皇
陛
下
の
命
令
に
よ
り
日
本
へ
帰
す
の

だ
と
い
う
。
私
は
信
用
し
な
か
っ
た
。
で
も
も
し
か
す
る

と
、
と
い
う
希
望
も
あ
っ
た
。
新
京
か
ら
南
下
し
た
ら
日

本
へ
、
北
上
し
た
ら
ソ
連
へ
行
く
の
だ
と
皆
で
話
し
合
っ

た
。
列
車
は
北
上
し
ハ
ル
ピ
ン
、
孫
呉
、
黒
河
と
過
ぎ
ア

ム
ー
ル
河
を
渡
り
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス
ク
に
到
着
し

た
。
通
訳
を
通
じ
て
ソ
連
の
輸
送
指
揮
官
に
い
ま
ま
で
の

嘘
を
た
だ
す
と
「
今
、
大
連
の
方
は
満
州
か
ら
の
帰
還
者

で
混
雑
し
て
い
る
の
で
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
経
由
で
日

本
へ
帰
す
の
だ
」
と
い
う
見
え
透
い
た
嘘
を
言
う
。

夜
中
に
貨
車
が
発
進
し
た
。
皆
一
縷
の
望
み
を
か
け
て

夜
の
明
け
る
の
を
待
っ
た
。
希
望
に
反
し
朝
日
が
列
車
の

進
行
方
向
の
後
ろ
か
ら
上
が
っ
た
。
あ
の
有
名
な
バ
イ
カ

ル
湖
だ
と
カ
ン
ボ
ー
イ
（
監
視
兵
）
が
教
え
て
く
れ
た
。

吉
林
を
出
発
し
て
か
ら
丁
度
一
カ
月
目
に
、
四
方
に
望

楼
の
建
つ
捕
虜
収
容
所
へ
入
っ
た
の
が
三
カ
年
間
の
抑
留

生
活
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

四

シ
ベ
リ
ア
に
て

吉
林
で
編
成
さ
れ
た
我
々
二
一
〇
作
業
大
隊
は
二
つ
の

収
容
所
に
分
け
ら
れ
、
私
は
第
五
ラ
ー
ゲ
ル
（
捕
虜
収
容

所
）
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
収
容
所
の
内
部
は

二
段
ベ
ッ
ド
に
な
っ
て
い
て
広
か
っ
た
が
、
五
百
人
入
る

と
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
労
働
の
場
所
は
フ
タ
ロ
イ
ワ
ゴ

ン
ツ
エ
ハ
ー
（
第
二
貨
車
修
理
工
場
）
で
あ
っ
た
。
作
業

に
つ
く
前
に
身
上
調
査
が
あ
り
、
技
術
の
な
い
者
は
ト
ラ

ン
ス
ポ
ル
ト
（
野
外
作
業
）
に
回
さ
れ
た
。
私
は
特
別
な

技
術
は
な
か
っ
た
が
、
小
隊
長
と
し
て
入
ソ
し
た
関
係
上
、

修
理
工
場
で
働
く
部
下
と
職
場
の
連
絡
役
を
勤
め
、
直
接

労
働
に
従
事
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
耗
も
少
な
く
生
き
る
う
え
で
最
も
悪
条
件
だ
っ
た
入
ソ

一
年
目
の
シ
ベ
リ
ア
の
極
寒
を
し
の
ぎ
え
た
の
で
あ
る
。

在
ソ
中
一
番
私
た
ち
を
苦
し
め
た
も
の
は
、
寒
さ
で
も

な
く
労
働
の
つ
ら
さ
で
も
な
く
、
飢
え
だ
っ
た
。
朝
食
は
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一
椀
（
各
自
が
持
っ
て
い
る
飯
盒
の
蓋
）
の
ス
ー
プ
（
塩

味
だ
け
の
少
し
色
の
つ
い
た
湯
の
中
に
キ
ャ
ベ
ツ
が
少
し

入
っ
て
い
た
）、
昼
食
は
高
粱
・
粟
等
を
油
で
ト
ロ
ト
ロ

に
煮
つ
め
た
粥
一
椀
と
少
々
の
干
魚
か
塩
づ
け
の
に
し
ん
、

夕
食
は
黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
と
決
ま
っ
て
い
た
。
皆
、
空

腹
に
耐
え
か
ね
て
野
草
の
ア
カ
ザ
、
木
の
芽
等
を
工
場
の

蒸
気
で
ふ
か
し
岩
塩
で
味
付
け
し
て
食
べ
た
。
入
ソ
し
て

し
ば
ら
く
す
る
と
急
に
寒
く
な
り
だ
し
栄
養
失
調
と
寒
さ

の
た
め
毎
日
の
よ
う
に
死
者
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
夜
間
は
五
百
人
も
同
じ
部
屋
で
寝
て
い
る
の
で
、
便
所

へ
行
く
人
の
出
入
り
で
二
重
扉
を
開
け
た
り
閉
め
た
り
す

る
音
が
ギ
ッ
コ
ン
、
ギ
ッ
コ
ン
と
鳴
り
続
け
、
入
口
近
く

に
寝
て
い
る
も
の
は
一
晩
中
寝
ら
れ
ず
、
毎
日
順
繰
り
に

寝
場
所
を
交
替
し
た
。
真
冬
に
な
っ
て
も
毛
布
一
枚
し
か

な
い
の
で
持
っ
て
い
る
衣
類
を
全
部
体
に
巻
い
て
丸
く
な

っ
て
寝
た
。

最
も
苦
し
か
っ
た
入
ソ
一
年
目
の
冬
を
す
ぎ
る
と
、
多

少
生
活
に
も
な
れ
、
ま
た
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
」、「
ソ
フ
ホ
ー

ズ
」
等
の
農
場
の
手
伝
い
に
出
る
と
そ
こ
で
手
入
れ
す
る

作
物（
キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
、
馬
鈴
薯
が
主
な
作
物
だ
っ
た
）

だ
け
は
作
業
中
食
べ
る
の
を
監
視
兵
も
黙
認
し
て
く
れ
た
。

帰
り
に
は
監
視
兵
の
検
査
が
あ
っ
た
が
鉄
ベ
ラ
で
馬
鈴
薯

を
薄
く
切
り
腹
に
巻
い
て
持
ち
帰
っ
た
。

夜
の
パ
ン
の
分
配
は
ま
た
大
変
な
仕
事
だ
っ
た
。
川
柳

に
「
食
パ
ン
の
腸
（
ハ
ラ
ワ
タ
）
を
食
う
青
い
顔
」
と
言

う
の
が
あ
る
が
、
私
た
ち
青
い
顔
を
し
た
抑
留
者
た
ち
は

皆
食
パ
ン
の
耳
の
方
を
望
ん
だ
。
こ
う
ば
し
く
っ
て
腹
も

ち
が
良
い
か
ら
で
あ
る
。
当
番
は
一
日
交
代
で
一
個
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
キ
ル
ピ
ー
チ
パ
ン
（
レ
ン
ガ
の
形
を
し
て
い

た
の
で
皆
が
そ
う
呼
ん
で
い
た
。
キ
ル
ピ
ー
チ
と
は
レ
ン

ガ
の
こ
と
）
を
皆
の
目
の
前
で
十
等
分
す
る
。
な
お
一
層

公
平
を
期
す
る
た
め
に
当
番
が
一
人
の
者
を
後
ろ
向
き
に

さ
せ
一
つ
の
パ
ン
を
指
で
押
さ
え
、
右
回
り
（
時
に
は
左

回
り
）
何
番
と
質
問
す
る
。
情
け
な
い
話
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
当
時
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
た
ち
の
現
実
の
姿
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
作
業
員
の
一
人
が
腹
痛
を
訴
え
て
き
た
。
事
務

所
へ
行
き
、
係
り
の
女
事
務
員
に
、
片
言
の
ロ
シ
ア
語
で

病
気
の
様
子
を
説
明
し
休
業
を
求
め
た
が
、「
ヤ
ー
ニ
ズ
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し
ゃ
く

ナ
イ
」（
私
は
知
ら
な
い
）
を
繰
り
返
す
ば
か
り
。
癪
に

障
っ
た
私
は
、小
声
で「
わ
か
ら
ず
や
の
オ
タ
ン
コ
ナ
ス
」

と
つ
ぶ
や
く
と
女
事
務
員
（
青
い
目
の
別
嬪
さ
ん
）
の
顔

色
が
変
わ
り
「
イ
ジ
ス
ダ
ー
ペ
ロ
ボ
ー
チ
ク
」（
通
訳
を

呼
ん
で
来
い
）
と
怒
り
出
し
た
。
何
で
怒
る
の
か
訳
が
分

か
ら
ぬ
ま
ま
、
通
訳
を
捜
し
出
し
、
女
事
務
員
と
の
交
渉

の
経
過
を
説
明
し
善
処
を
頼
ん
だ
。
ソ
連
で
は
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
も
重
労
働
十
年
か
ら
十
五
年
の
刑
が
科
せ
ら

れ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
通
訳
を
連

れ
て
行
く
と
、
通
訳
の
説
明
で
女
事
務
員
の
態
度
が
変
わ

り
腹
痛
の
作
業
員
の
休
業
を
認
め
て
く
れ
た
。
後
で
通
訳

に
話
を
聞
く
と
、
作
業
員
は
腹
痛
の
た
め
到
底
作
業
に
耐

え
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
貴
女
は
大
変
情
け
が
深
く
美
し
い

方
だ
と
思
う
と
あ
の
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
オ
フ
チ
ェ
ー
ル
（
日

本
人
将
校
）
が
言
っ
た
の
だ
と
説
明
し
て
く
れ
た
。
私
の

言
っ
た
「
ワ
カ
ラ
ズ
ヤ
ノ
オ
タ
ン
コ
ナ
ス
」
と
い
う
意
味

の
無
い
短
い
日
本
語
を
長
い
長
い
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
し
て

く
れ
た
通
訳
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
女
事
務
員
の
怒
り
出

し
た
原
因
が
分
か
ら
ず
通
訳
に
説
明
を
求
め
る
と
、
ソ
連

で
は
相
手
を
罵
る
時
一
番
嫌
悪
感
を
抱
く
の
は
、
イ
ビ
ト

ワ
ヤ
マ
ー
チ
と
言
う
言
葉
で
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
と
通

常
使
用
し
な
い
ロ
シ
ア
語
で
、
そ
の
意
味
は
「
お
前
の
母

親
を
姦
す
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
と
誤
解
し
た
の
で
は
な
い

か
と
の
話
だ
っ
た
。

丸
一
カ
月
を
過
ぎ
る
と
、
ど
う
い
う
基
準
で
選
定
し
た

の
か
分
か
ら
な
い
が
、
兵
下
士
官
の
半
分
以
上
帰
国
し
、

他
の
収
容
所
か
ら
何
百
人
も
の
抑
留
者
が
第
五
ラ
ー
ゲ
ル

に
入
所
し
て
来
た
。
其
の
中
に
相
当
大
勢
の
ア
ク
チ
ー
フ

（
共
産
主
義
教
育
を
受
け
た
民
主
主
義
者
）
が
い
た
。
何

人
ぐ
ら
い
い
た
か
記
憶
に
な
い
が
、
早
速
収
容
所
内
に
壁

新
聞
を
張
り
、
ま
た
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
発
行
さ
れ
て
い
る

日
本
新
聞
を
数
人
に
一
枚
あ
て
配
る
と
共
に
、
ソ
連
政
治

部
将
校
の
指
導
で
旧
軍
組
織
の
ま
ま
だ
っ
た
作
業
大
隊
を

解
体
し
、
一
般
兵
の
中
か
ら
大
隊
長
を
選
ん
だ
。
今
ま
で

の
大
隊
長
（
少
佐
）
、
中
隊
長
（
中
尉
）
、
小
隊
長
（
少
尉
）

の
将
校
た
ち
は
一
般
兵
と
同
様
毎
日
作
業
に
出
る
こ
と
と

な
っ
た
。
途
中
民
主
大
隊
長
は
交
替
す
る
こ
と
は
あ
っ
た

が
私
の
帰
る
ま
で
将
校
た
ち
が
旧
に
復
す
る
こ
と
は
な
か
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っ
た
。

い
つ
ご
ろ
の
こ
と
だ
っ
た
か
記
憶
が
定
か
で
は
な
い
が
、

あ
る
日
突
然
工
場
内
に
全
員
が
集
め
ら
れ
た
。
貨
車
工
場

内
の
鋳
物
工
場
で
働
い
て
い
た
兵
隊
が
手
先
の
器
用
な
の

を
利
用
、
使
っ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
の
線
を
盗
ん
で

と
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
柄
の
ス
プ
ー
ン
を
作
り
ロ
シ
ア
人

の
工
員
に
売
り
、
パ
ン
を
購
入
し
て
食
べ
た
事
に
対
す
る

人
民
裁
判
開
廷
の
た
め
だ
っ
た
。
裁
判
長
、
検
事
、
判
事
、

弁
護
士
等
々
い
た
が
、
ど
う
い
う
形
式
で
判
決
が
下
っ
た

か
一
切
覚
え
て
い
な
い
が
、
国
家
反
逆
罪
で
、
二
十
五
年

の
判
決
が
出
さ
れ
、
す
ぐ
ど
こ
か
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
来
た
共
産
主
義
の
教
育
を
受
け
た

自
称
民
主
主
義
指
導
者
の
共
産
主
義
教
育
が
始
ま
っ
た
。

一
部
の
者
だ
け
だ
っ
た
の
か
、
全
員
に
対
し
て
の
も
の
だ

っ
た
の
か
記
憶
に
な
い
。
共
産
主
義
者
に
な
ら
な
い
と
帰

国
で
き
な
い
と
い
う
噂
が
と
ん
だ
。
皆
昼
間
の
労
働
で
体

が
と
て
も
疲
れ
て
い
て
居
眠
り
し
な
が
ら
ソ
連
共
産
党
の

歴
史
と
か
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
と
か
、
私

た
ち
に
は
理
解
し
に
く
い
難
し
い
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
特
に
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
人

類
の
社
会
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な

さ
れ
た
。

人
類
の
社
会
制
度
は
、
原
始
共
同
体
―
奴
隷
制
度
―
封

建
制
度
―
資
本
主
義
制
度
―
社
会
主
義
制
度
―
共
産
主
義

制
度
と
進
化
し
究
極
の
社
会
形
態
は
共
産
主
義
制
度
で
あ

る
と
説
明
し
た
。
始
め
は
居
眠
り
し
な
が
ら
聞
い
て
い
た

が
、
何
度
も
何
度
も
同
じ
事
を
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
る
と
、

三
人
市
虎
を
成
す
の
た
と
え
（
嘘
で
あ
っ
て
も
大
勢
の
人

が
言
え
ば
つ
い
に
は
真
実
だ
と
信
じ
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
）
で
こ
れ
か
ら
は
そ
う
な
る
の
か
な
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
原
始
共
同
体
か
ら
共
産
主
義
へ
の
流
れ
は
大
河
の

流
れ
に
似
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
堰
き
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
説
明
、
現
在
の
ソ
連
は
一
応
社
会
主
義
が

完
成
し
た
程
度
で
、
後
七
十
年
ぐ
ら
い
た
つ
と
理
想
の
共

産
主
義
国
家
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
結
ん
だ
。

ア
ク
チ
ー
フ
の
説
明
に
よ
る
と
社
会
主
義
と
は
各
人
は

其
の
能
力
に
応
じ
て
労
働
す
る
社
会
形
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ

各
自
の
能
力
に
応
じ
て
仕
事
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
仕
事
の
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評
価
に
よ
っ
て
報
酬
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
共

産
主
義
国
家
に
な
る
と
搾
取
す
る
も
の
が
い
な
い
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
物
資
が
、
地
上
に
満
ち
溢
れ
て
く
る
の
で
人
々

が
希
望
す
る
物
資
が
好
き
な
だ
け
手
に
入
る
よ
う
に
な
る

と
の
こ
と
。

な
ん
だ
か
狐
に
化
か
さ
れ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
き
た

と
き
誰
か
が
「
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
は
あ
ま
り
ち
が

い
が
な
い
の
で
は
」
と
質
問
す
る
と
ア
ク
チ
ー
フ
は
「
資

本
主
義
国
家
に
は
資
本
家
や
地
主
が
い
て
人
民
か
ら
搾
取

す
る
が
、
社
会
主
義
国
家
に
は
搾
取
者
が
い
な
い
の
だ
」

と
、
ま
た
別
の
一
人
が
自
由
主
義
国
家
で
は
共
産
主
義
を

始
め
資
本
主
義
思
想
、
信
教
の
自
由
等
す
べ
て
自
由
で
あ

る
の
に
共
産
主
義
国
家
で
は
一
国
一
主
義
で
、
自
由
が
な

い
の
で
は
…
…
」
と
尋
ね
る
と
ア
ク
チ
ー
フ
は
「
人
民
は

赤
子
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
は
自
分
の
子
供
が
毒

な
も
の
を
口
に
入
れ
よ
う
と
し
た
と
き
ど
う
し
ま
す
か
、

そ
れ
は
毒
だ
か
ら
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
止
め
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
人
民
が
悪
い
物
を
口
に
し
よ
う

と
し
た
と
き
、
そ
れ
を
止
め
さ
せ
る
の
が
本
当
の
親
心
な

ん
で
す
」
と
何
と
も
苦
し
い
言
い
訳
で
あ
る
。

五

復

員

�

ダ
ワ
イ

ダ
ワ
イ
で
一
年
過
ぎ
た

ス
コ
ー
ラ

ス
コ
ー
ラ
で
二
年
も
過
ぎ
た

民
主

民
主
で
三
年
目
だ
が

い
つ
に
な
っ
た
ら

ダ
モ
イ
や
ら

�

捕
虜
は
捕
虜
で
も

三
年
目
と
な
れ
ば

ラ
ボ
ー
ト
す
る
の
も
鼻
歌
ま
じ
り

粋
な
娘
に
ウ
イ
ン
ク
す
れ
ば

に
っ
こ
り
え
く
ぼ
の
愛
ら
し
さ

�

汽
車
は
出
て
ゆ
く

煙
を
は
い
て

い
つ
か
俺
ら
も
あ
れ
に
乗
り

一
路
祖
国
へ
驀
進
す
る
ぞ

日
本
建
設
こ
の
腕
で

（
ダ
ワ
イ＝

は
や
く

ス
コ
ー
ラ＝

も
う
じ
き

ダ
モ
イ＝

帰
国

ラ
ボ
ー
ト＝

労
働
）

昭
和
二
十
三
年
初
夏
の
夕
方
、
野
外
作
業
か
ら
の
帰
り

道
ト
ラ
ッ
ク
の
上
で
誰
が
作
っ
た
か
分
か
ら
な
い
戯
歌
を

軍
歌
代
り
に
歌
い
な
が
ら
収
容
所
へ
着
い
て
見
る
と
驚
天
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動
地
の
朗
報
が
私
達
を
待
っ
て
い
た
。

捕
虜
収
容
所
長
は
私
た
ち
に
日
本
へ
の
帰
国
が
決
定
し

た
こ
と
を
告
げ
た
。過
去
何
度
も
ス
コ
ー
ラ
ー
ダ
モ
イ（
も

う
す
ぐ
帰
れ
る
）
と
い
わ
れ
て
来
た
だ
け
に
、
始
め
は
半

信
半
疑
だ
っ
た
が
今
度
は
本
当
だ
っ
た
。
入
ソ
す
る
時
は

吉
林
か
ら
丸
一
カ
月
も
か
か
っ
た
が
、
帰
国
す
る
時
は
バ

ル
ナ
ウ
ル
か
ら
四
、
五
日
だ
っ
た
と
思
う
。

乗
船
地
ナ
ホ
ト
カ
港
に
到
着
す
る
と
、
民
主
主
義
（
共

産
主
義
）教
育
の
た
め
、第
一
〜
第
四
の
ラ
ー
ゲ
ル
を
次
々

に
回
さ
れ
、
ア
ク
チ
ー
フ
の
扇
動
に
よ
り
米
軍
支
配
の
天

皇
島
上
陸
へ
の
心
構
え
と
し
て
の
ア
ジ
演
説
と
シ
ベ
リ
ア

の
収
容
所
時
代
、
反
動
と
目
さ
れ
て
い
た
人
達
の
吊
る
し

上
げ
が
あ
っ
た
。
私
は
嫌
悪
感
を
抱
き
な
が
ら
も
、
ナ
ホ

ト
カ
ま
で
来
て
反
動
と
見
な
さ
れ
、
奥
地
へ
逆
送
さ
れ
て

は
た
ま
ら
な
い
と
目
立
た
な
い
よ
う
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。

全
員
思
い
は
同
じ
だ
っ
た
と
思
う
。

七
月
二
十
三
日
、
興
安
丸
で
舞
鶴
に
上
陸
し
、
や
っ
と

故
国
の
土
を
踏
ん
だ
。
検
疫
や
各
種
調
査
で
二
日
ほ
ど
か

か
り
、
引
揚
手
当
三
千
円
を
も
ら
っ
て
京
都
経
由
亀
山
へ

向
か
う
。
電
報
を
打
っ
て
い
た
の
で
京
都
駅
ま
で
父
と
義

父
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
。

そ
し
て
妻
の
死
を
知
っ
た
。

抑
留
生
活
一
カ
年
余
り
が
過
ぎ
た
こ
ろ
一
回
だ
け
捕
虜

通
信
（
往
復
ハ
ガ
キ
式
に
な
っ
て
い
た
）
が
許
さ
れ
、
そ

の
返
信
ハ
ガ
キ
に
よ
り
妻
が
昭
和
二
十
一
年
十
月
、
無
事

内
地
に
帰
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
其
の
文
中
に
、

「
私
は
無
事
元
気
で
帰
国
し
た
」
と
書
い
て
あ
っ
た
が
、

「
私
た
ち
」
と
は
書
か
ず
、「
私
は
」
と
書
い
て
あ
っ
た

の
で
「
洋
子
」（
娘
）
は
引
揚
中
死
ん
だ
も
の
と
諦
め
て

い
た
が
ま
さ
か
妻
ま
で
も
が
と
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ

た
。三

カ
年
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
、
捕
虜
通
信
が
許
さ
れ
た

が
、
文
言
は
す
べ
て
片
仮
名
で
書
く
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

私
は
ハ
ガ
キ
の
末
尾
に
左
記
の
よ
う
な
言
葉
を
書
き
送
っ

た
が
亡
妻
や
親
た
ち
に
は
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う

で
あ
る
。

蓮
葉
（
は
ち
す
は
）
の

濁
り
に
染
ま
ぬ

心
も
て

い
と
し
妻
子
に

会
わ
ん
と
ぞ
思
う
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私
と
し
て
は
思
想
的
な
影
響
は
受
け
ず
、
昔
の
ま
ま
の

心
で
帰
り
た
い
と
の
意
を
亡
妻
に
伝
え
た
か
っ
た
の
だ

が
！終

戦
時
、
妊
娠
三
カ
月
と
い
う
体
で
満
州
の
新
京
（
長

春
）
で
私
の
別
れ
た
妻
は
、
北
朝
鮮
の
宜
川
と
い
う
町
で

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
私
の
長
男
を
出
産
し
た
。
生
れ
た

子
に
夫
の
面
影
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
利
男
と
名
づ
け

た
。
一
カ
月
後
、
長
男
は
栄
養
失
調
の
た
め
死
亡
し
た
。

戸
籍
に
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
鬼
籍
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

私
の
長
男
利
男
は
昭
和
二
十
一
年
十
月
一
日
、
小
さ
な
遺

骨
と
死
亡
診
断
書
と
共
に
、
父
母
の
生
ま
れ
た
地
、
亀
山

へ
帰
っ
て
き
た
。

七

シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ
い
て
の
一
考
察

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
日
ソ
中
立
条
約
を
一
方
的
に

破
り
、
ソ
満
国
境
か
ら
ソ
連
軍
は
い
っ
せ
い
に
攻
撃
を
し

か
け
た
。
当
時
の
関
東
軍
は
、
強
力
師
団
を
ほ
と
ん
ど
多

方
面
に
転
用
、
ソ
連
侵
攻
時
骨
格
兵
力
は
、
一
般
師
団
六

個
と
国
境
守
備
隊
十
五
、
そ
れ
に
一
戦
車
師
団
の
み
で
あ

っ
た
。
た
だ
在
満
居
留
民
の
根
こ
そ
ぎ
動
員
に
よ
り
、
新

設
部
隊
を
作
り
、
昭
和
二
十
年
七
月
末
、
主
要
部
隊
の
人

員
は
お
お
む
ね
充
足
し
た
が
、
装
備
の
整
わ
な
い
部
隊
が

多
く
、
そ
の
戦
力
も
弱
か
っ
た
。
兵
器
弾
薬
類
も
少
な
く

到
底
ソ
連
軍
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
六
十
万
近
い

関
東
軍
将
兵
と
民
間
人
が
捕
虜
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留

さ
れ
、
一
年
〜
十
年
の
重
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
九
項
に
「
日
本
国
軍
隊
は
、
完
全
に

武
装
解
除
せ
ら
れ
た
後
、
各
自
の
家
庭
に
復
帰
し
、
平
和

的
且
つ
生
産
的
の
生
活
を
営
む
の
機
会
を
得
し
む
ら
る
べ

し
」
と
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
の
捕
虜
収
容
所
が
、
各
自
の
家

庭
で
あ
る
筈
が
な
い
。
な
に
よ
り
も
停
戦
協
定
に
よ
っ
て

武
装
解
除
さ
れ
た
将
兵
た
ち
が
、
は
た
し
て
捕
虜
に
該
当

す
る
か
、
法
的
問
題
も
あ
る
。
国
際
法
に
は
捕
虜
は
あ
く

ま
で
も
戦
時
捕
虜
で
あ
り
、
明
治
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た

ハ
ー
グ
条
約
に
照
ら
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
ソ
連
軍
が
満

州
侵
攻
時
、
戦
闘
に
よ
り
捕
虜
と
な
っ
た
将
兵
は
終
戦
時

シ
ベ
リ
ア
へ
強
制
移
動
さ
せ
ら
れ
た
六
十
万
将
兵
の
ご
く

一
部
で
あ
る
。

約
六
十
万
の
将
兵
を
法
的
根
拠
の
な
い
ま
ま
で
一
〜
十
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年
の
長
き
に
わ
た
り
強
制
労
働
さ
せ
、
六
万
近
い
犠
牲
者

を
出
さ
せ
た
ソ
連
に
対
し
て
一
件
も
補
償
請
求
さ
れ
た
こ

と
を
聞
か
な
い
。
帰
国
時
一
切
の
書
き
物
の
持
ち
出
し
を

認
め
な
か
っ
た
た
め
な
の
か
、
在
ソ
中
の
ア
ク
チ
ー
フ
に

よ
る
洗
脳
の
結
果
か
、
未
だ
に
理
解
に
苦
し
む
次
第
で
あ

る
。
従
軍
慰
安
婦
問
題
、
中
国
南
京
の
虐
殺
問
題
は
未
だ

に
国
際
問
題
化
す
る
の
に
、
六
万
近
い
犠
牲
者
を
だ
し
た

シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
一
度
も
国
際
問
題

化
し
な
い
の
は
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
占
領
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
国
は
沖
縄
を
日
本
へ
返
し
て
く
れ
た
。
ソ
連
は
一
方
的

に
条
約
を
破
り
進
駐
し
た
日
本
固
有
の
領
土
、
歯
舞
・
色

丹
・
国
後
・
択
捉
の
四
島
を
言
を
左
右
し
て
返
し
て
く
れ

な
い
。
ソ
連
と
い
う
国
に
強
い
い
か
り
を
覚
え
る
の
は
私

だ
け
だ
ろ
う
か
！

私
の
青
春
回
顧滋

賀
県

山

口

馨

お
い
た
ち

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
六
日
、
農
家
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。
湖
国
の
北
に
雄
大
に
そ
び
え
る
伊
吹

山
を
眺
め
な
が
ら
幼
少
期
を
過
ご
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
、
郷
土
の
出
身
で
民
間
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
さ

れ
て
い
た
松
井
さ
ん
が
東
南
ア
ジ
ア
だ
っ
た
と
思
う
が
、

親
善
飛
行
の
機
長
を
し
、
見
事
使
命
を
果
さ
れ
て
、
全
国

的
に
有
名
に
な
ら
れ
た
の
を
子
供
な
が
ら
大
変
誇
り
に
思

い
、
自
ら
も
飛
行
機
に
憧
れ
た
。

小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
開
校
さ
れ
た
ば
か
り
の
各
務

原
陸
軍
航
空
技
能
者
養
成
所
を
受
験
、
入
所
し
た
。
以
後

三
カ
年
の
教
育
を
受
け
て
卒
業
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
、
太

平
洋
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
大
阪
の
大
和
川
沿
に
建
造
さ

れ
た
大
阪
陸
軍
航
空
廠
へ
配
属
に
な
っ
て
二
年
間
勤
務
す

る
。

１５９
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